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研究成果の概要（和文）：統合失調症などの精神疾患を持つ人に認知機能障害の改善を目的とする認知矯正療法
を実施する際、治療フィデリティとリハビリテーション目標（例　就労、自立生活）の設定が、治療効果に重要
であることが示唆された。研究者らは定期的に認知矯正療法実施者にスーパービジョンを行う中で、上記が確認
された。治療フィデリティと中心である実施者の治療熟練度や、患者の治療へのコンプライアンスや、多用な認
知課題の準備が重要であることが示された。認知矯正療法は包括的精神科リハビリテーション（例　精神科デイ
ケア）や、作業所への通所などと併用されていると効果が上がるとされている。

研究成果の概要（英文）：It was suggested that treatment fidelity and setting of rehabilitation goal 
(e.g., work, independent living) is important in administering cognitive remediation to people with 
psychiatric illness such as schizophrenia.    This was confirmed while present researchers provided 
supervision to who provide cognitive remediation.   It was shown that treatment providers' skills, 
patients' treatment fidelity, and availability of various cognitive tasks were deemed to be the core
 of treatment fidelity and relevant.  Cognitive remediation is known to be the most efficacious when
 combined with comprehensive psychiatric rehabilitation (i.e., psychiatric day care) and attendance 
at workshops.  It was confirmed in this study that people with psychiatric illness receiving 
cognitive remediation attend psychiatric day care or workshop currently or in the near future.

研究分野：臨床心理
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１．研究開始当初の背景 
統合失調症など慢性の精神疾患をもつ人にと
って地域での生活が困難な原因に認知機能障
害がある。研究代表者はこれまで精神科領域
で統合失調症をもつ人を対象にした認知機能
リハビリテーションの一種である認知矯正療
法(Neuropsychological and Educational 
Approachto Cognitive Remediation、または
NEAR)の実施と普及に努めてきた。認知矯正療
法のマニュアルの翻訳（中込・最上監訳、2008）
や、認知矯正療法の実施者訓練ワークショッ
プを行い、認知矯正療法の効果に影響を与え
る要因を測定するため内発的動機付け尺度 
の原板開発と日本語版標準化に関わった。研
究分担者兼子と中込は統合失調症および認知
機能障害や認知矯正療法研究に携わってきた。
統合失調症を対象にした認知機能リハビリテ
ーションは国内で比較的新たであることから、
認知矯正療法の治療フィデリティを保ち、患
者のリハビリテーション目標を明確にし、認
知矯正療法と関連づけることが重要である。 
 

２．研究の目的 

本研究では統合失調症をもつ患者を対象とし
た認知矯正療法の治療フィデリティを保ち、
リハビリテーション目標を設定することが認
知矯正療法の治療効果を高めるか否かを検討
することを目的としている。精神科リハビリ
テーションにおいて治療者側の要因として治
療フィデリティ、患者側の要因としてリハビ
リテーション目標に焦点化し、これが治療に
肯定的な影響を与えることを検討し、国内で
は比較的新たな手法である認知矯正療法をよ
り普及させることを目指す。 
 
３．研究の方法 
研究代表者は複数の医療機関で実施されて
いる認知矯正療法に定期的に助言・指導を行
い、それを通じて、治療フィデリティが保た
れていることを担保し、患者のリハビリテー
ション目標を確認して認知矯正療法と関連
づけた。 
 
４．研究成果 
(1) 研究代表者は複数の医療機関で実施さ
れている認知矯正療法に対して定期的
に助言・指導を行い、治療フィデリティ
が保たれていることを担保した。助言・
指導の内容は、使用される認知課題、新
たな認知課題の患者への紹介の仕方、特
定の認知機能プロフィールを持つ患者
に対する認知課題の選定法、など多岐に
わたった。 

 
(2) 研究者らは、認知矯正療法が実践されて
いる場面を in vivo で視察し、実際の患
者の認知課題への取り組み方や、セッシ
ョンの運営法を参考にした。認知課題を
行う認知課題セッションと、認知機能の
日常生活への般化を主に行う言語セッ

ションの両方を視察し、認知矯正療法へ
の内発的動機付けの増加の仕方を検討
した。 

 
(3) 研究者らは認知矯正療法の紹介やその
効果に関する論文や学会での発表を行
った。一般に認知機能リハビリテーショ
ンで対象になる「神経認知」だけでなく
より広義で対象となる「社会認知」につ
いても扱った。 

 
(4) 認知矯正療法の臨床家訓練に携わり、認
知矯正療法に関する研究ホームページ
を通じて認知矯正療法の普及に努めた。 

 
(5) 精神疾患と認知機能障害に関する研究
会の発足と維持に関わることで認知矯
正療法の普及に努めた。本研究会では
NEAR 以外の認知機能リハビリテーショ
ン法全般について扱った。 

 
(6) 精神疾患を持つ人の社会復帰には、認知
機能障害の改善のみではなく、社会にお
ける精神疾患へのスティグマが関連し
ていることが示されていることから、ス
ティグマのあり方について検討した。 
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